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　　　　　　　　　 世帯数：36,220
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蕨の夏 宿場の夏 中山道で
「ユカタで来ナイト」開催！
　日の傾いた通りに食欲をそそる
香りが立ち込めます。月に一度の
日曜日の夕べ「賑やかし」です。
こだわりは旬の食材と趣向を凝ら
した企画。7月8日は焼き肉で暑い
夏を乗り切ってもらおうと、「浴衣
でサムギョプサルを食す」。老若男
女100人が訪れる盛況ぶりでした。
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■被爆者見舞金／被爆者健康手帳交付者で今年1月1日現在市内に住民登録がある人 年額25,000円（9月支給）  申請＝福祉総務課（☎433･7753）

　
﹁
お
国
の
た
め
に
な
ん
と
か

し
た
い
﹂
と
、
そ
の
一
心
で

製
薬
会
社
を
辞
め
て
、
海
軍

に
入
団
し
た
の
は
昭
和
16
年

５
月
。
私
が
19
歳
の
と
き
で

し
た
（
左
写
真
）。
志
し
た

の
は
、
海
軍
の
花
形
で
あ
る

潜
水
艦
に
乗
り
込
み
、
敵
の

艦
隊
を
発
見
す
る
水
中
測
的

兵
で
す
。そ
の
た
め
に
、横よ

こ

須す

賀か

や
香こ

う

焼や
ぎ

島し
ま（

長
崎
県
）な
ど

で
行
わ
れ
た
、
１
年
半
に
及

ぶ
訓
練
を
耐
え
抜
き
ま
し
た
。

　

昭
和
18
年
に
な
る
と
、
駆

潜
艇
に
乗
り
込
ん
で
、
太
平

洋
沿
岸
の
警
備
に
当
た
る
実

施
部
隊
に
配
属
さ
れ
ま
し
た

（
下
写
真
）。
横
須
賀
を
基

自
ら
志
願
し
海
軍
入
団 西

にし

川
かわ

 秀
ひで

次
じ

さん

南町２丁目・90歳
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地
に
、
大お

お

船ふ
な

渡と

や
小お

樽た
る

、
函は

こ

館だ
て

な
ど
を
回
り
、
敵
の
艦
隊

や
潜
水
艦
な
ど
を
発
見
す
る

と
攻
撃
に
転
じ
る
任
務
は
、

極
度
の
緊
張
が
強
い
ら
れ
る

も
の
で
し
た
。
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
、
八は

ち
の
へ戸

沿
岸
で

ア
メ
リ
カ
の
潜
水
艦
を
沈
め

た
こ
と
で
す
。
数
日
間
に
わ

た
っ
て
爆
雷
攻
撃
を
続
け
、

４
日
目
に
海
底
か
ら
敵
艦
の

重
油
が
浮
か
び
上
が
っ
て
こ

な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
、

喜
び
と
と
も
に
、
安
堵
感
が

こ
み
あ
げ
て
き
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
で
も
、
そ
の
敵

艦
の
ア
メ
リ
カ
兵
た
ち
に
も
、

母
国
で
待
つ
家
族
や
友
人
な

ど
が
い
た
と
思
う
と
、
今
で

は
胸
が
痛
み
ま
す
。

に
日
本
軍
が
キ
ス
カ
島
か
ら

撤
退
。
も
し
出
動
し
て
い
れ

ば
帰
っ
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
。そ
の
後
も
、早
く

戦
地
に
出
た
い
と
所
属
部
隊

を
辞
め
て
、
潜
水
学
校
に
進

み
ま
し
た
が
、
持
病
の
再
発

で
断
念
。皮
肉
に
も
、そ
れ
ま

で
の
所
属
部
隊
が
南
方
へ
行

き
、
そ
の
結
果
、
戦
友
た
ち

が
命
を
落
と
し
、
私
は
生
き

延
び
て
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
が
犠
牲
に
な
っ

た
、
あ
の
戦
争
。
夢
半
ば
で
、

若
い
命
を
落
と
し
た
戦
友
を

思
う
と
無
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

戦
争
体
験
者
が
少
な
く
な
っ

た
今
、
私
は
生
き
残
っ
た
者

の
使
命
と
し
て
、
戦
争
の
悲

惨
さ
や
苦
し
み
な
ど
を
次
世

代
の
人
に
伝
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
こ

と
が
平
和
で
豊
か
な
社
会
に

つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

生
き
残
っ
た
者
の
使
命

　

海
軍
入
団
当
初
か
ら
、
南

方
の
戦
地
に
赴
く
こ
と
を
熱

望
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

機
会
は
訪
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
だ
、
何
度
も
生
死
の
分
か

れ
目
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

昭
和
18
年
、ア
メ
リ
カ
・
ア
ラ

ス
カ
州
西
部
に
位
置
す
る
キ

ス
カ
島
へ
出
動
す
る
た
め
、

陸む

奥つ

湾
で
訓
練
を
積
ん
で
い

ま
し
た
。し
か
し
、出
動
直
前

語り継ぎたい
　 平和への思い

平和特集：風化させない戦争の記憶①

▼�₄２駆潜艇に乗り込み、10か月
に及ぶ太平洋沿岸警備に出動

◀�長崎県香焼島にて、ともに訓
練を積んだ₄２駆潜艇乗務員と
の集合写真。最後列の左から
５人目が西川さん（昭和1₈年）

海軍入団時（昭和1₆年）

　今月は、市民の皆さんの戦時中の体験や平
和への思いなどをご紹介して、平和の尊さに
ついて、あらためて考えてみたいと思います。

昭
和
₆3
年
、
市
民
公
園
内
に
建
立
し
た
平
和
之
母
子
像
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■住民票の写し等の交付に係る本人通知制度／住民票の写しなどを本人以外に交付した場合に登録者へ通知 登録･詳細＝市民課（☎433・7751）

松
まつ

本
もと

 光
みつ

也
や

さん

錦町６丁目・79歳

　

い
つ
も
の
よ
う
に
、
川
口

市
内
の
中
学
校
か
ら
帰
宅
し

て
い
た
昭
和
20
年
４
月
12
日
。

蕨
町
内
に
入
る
と
、
異
様
な

雰
囲
気
を
感
じ
ま
し
た
。
急

い
で
自
転
車
を
こ
ぎ
、
自
宅

付
近
に
着
く
と
、
周
囲
の
家

は
吹
き
飛
び
、
幾
つ
も
の
直

径
約
30
㍍
の
す
り
鉢
状
の
穴

が
―
。
変
わ
り
果
て
た
ま
ち

の
姿
に
、
私
は
呆
然
と
立
ち

す
く
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

昼
頃
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
Ｂ

ま
ち
が
母
校
が
空
襲
に

29
と
Ｐ
51
が
法ほ

っ

華け

田だ

（
錦
町

５
・
６
丁
目
付
近
）
か
ら
浦

和
の
辻
に
か
け
て
、
16
個
の

１
㌧
爆
弾
を
投
下
し
た
の
で

す
。
幸
い
、
牧
場
を
し
て
い

た
我
が
家
は
無
事
で
し
た
が
、

庭
で
見
つ
け
た
の
は
鉄
の
塊
。

爆
弾
の
破
片
で
し
た
。
私
は

破
片
を
拾
い
、
こ
の
悔
し
さ

を
決
し
て
忘
れ
な
い
よ
う
に

と
、
大
事
に
し
ま
っ
て
お
き

ま
し
た
（
左
写
真
）。

　

翌
13
日
夜
か
ら
14
日
に
か

け
て
は
、
無
数
の
焼
夷い

弾
が

三み
つ

和わ

町ち
ょ
う

や
下し

も

蕨わ
ら
び

、土つ
ち

橋ば
し

、御ご

殿て
ん

町ち
ょ
う

な
ど
の
広
範
囲
で
降
り
注

ぎ
ま
し
た
。
防
空
壕ご

う

の
隙
間

か
ら
見
た
光
景
は
、
焼
夷
弾

に
よ
っ
て
、
ま
ち
が
明
る
く

な
り
、
瞬
く
間
に
火
の
海
が

広
が
っ
て
い
く
様
子
で
し
た
。

こ
の
空
襲
で
母
校
の
蕨
第
一

国
民
学
校（
現
・
北
小
学
校
）

の
校
舎
も
被
害
に
遭
い
、
ア

メ
リ
カ
軍
へ
の
敵
対
心
が
更

に
強
く
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
５
月
25
日
に
郷ご

う

地
区
（
錦
町
２
丁
目
付
近
）

で
も
焼
夷
弾
が
投
下
さ
れ
、

蕨
は
計
３
度
の
空
襲
に
遭
い

ま
し
た
。
死
者
50
人
、
家
屋

の
焼
失
や
全
壊
、
半
壊
な
ど

が
４
０
０
戸
に
上
る
、
大
き

な
被
害
を
受
け
た
の
で
す
。

荒
あら

川
かわ

 未
み

悠
ゆ

さん

第一中学校・２年

　

昨
年
の
夏
休
み
、
戦
争
に

関
す
る
新
聞
記
事
を
切
り
抜

く
宿
題
を
し
て
、
あ
ら
た
め

て
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
蕨
で
も
３
回
の
空

襲
を
受
け
、
犠
牲
者
が
50
人

も
い
た
こ
と
を
知
り
、
悲
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

戦
争
が
な
け
れ
ば
、
多
く
の

人
が
傷
つ
い
た
り
、
家
族
が

離
れ
離
れ
に
な
っ
た
り
し
な

尊
重
し
平
和
な
世
界
を

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

戦
争
の
な
い
世
界
に
し
て

い
く
た
め
に
、
そ
の
悲
惨
さ

や
平
和
の
尊
さ
な
ど
を
若
い

世
代
が
引
き
継
が
な
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
世
界
の

国
々
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、

尊
重
し
合
う
こ
と
が
た
い
せ

つ
で
す
。
私
は
こ
の
夏
、
ア

メ
リ
カ
や
ド
イ
ツ
の
青
少
年

た
ち
と
の
交
流
キ
ャ
ン
プ
に

参
加
し
ま
す
。
平
和
な
社
会

で
貴
重
な
体
験
が
で
き
る
こ

と
を
感
謝
し
な
が
ら
、
交
流

を
通
じ
て
、
お
互
い
を
理
解

し
合
え
る
関
係
を
築
く
こ
と

が
で
き
た
ら
、
世
界
平
和
の

一
歩
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

蕨駅西口駅前広場の蕨市平和都市宣言塔

▼�松本牧場では戦時
中も約10頭の乳牛
を飼育していまし
た（昭和35年撮影）

平
　
和
　
都
　
市
　
宣
　
言

　

昭
和
20
年
８
月
、
広
島
、
長
崎
に
人
類
初
の
原
子
爆
弾

が
投
下
さ
れ
、
早
く
も
40
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
我
が
国
は
、
恒
久
平

和
を
崇
高
な
理
念
と
し
て
憲
法
に
掲
げ
、
自
由
と
正
義
を

愛
し
、
世
界
平
和
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
る
に
今
、
世
界
の
超
大
国
を
中
心
と
し
た
核
保
有

国
が
競
っ
て
核
軍
備
拡
充
を
図
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
こ

と
に
脅
威
で
あ
り
、
こ
の
核
軍
拡
競
争
に
対
し
て
、
世
界

の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
平
和
希
求
の
叫
び
が
と
み
に
高
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
国
際
情
勢
の
中
で
、
戦
争
は
人
間
が
起
こ

す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
人
間
の
力
に
よ
っ
て
こ
れ
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
心
に
刻
み
、
平
和
で

豊
か
な
社
会
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
、

現
代
に
生
き
る
我
々
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

私
た
ち
蕨
市
民
は
、
平
和
憲
法
の
精
神
を
守
る
立
場
か

ら
、
非
核
三
原
則
が
厳
守
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
希
望
し
、

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
国
の
核
兵
器
の
速
や
か
な
廃
絶
を
願
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

蕨
市
は
、
市
民
の
平
和
を
願
う
心
を
結
集
し
、
こ
こ
に

「
平
和
都
市
」
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
い
た
し
ま
す
。

昭
和
60
年
９
月
９
日　
　

 

蕨　

市

◀�昭和２０年４月12日
の空襲で投下され
た１㌧爆弾の破片。
長さはともに約２０
㌢（松本さん提供）

　

愛
す
る
家
族
や
故
郷
が
犠

牲
に
な
る
戦
争
は
絶
対
に
し

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
戦
時
中

は
、
天
皇
陛
下
や
国
の
た
め

に
身
を
さ
さ
げ
る
べ
き
と
い

う
風
潮
が
あ
り
ま
し
た
。
二

度
と
戦
争
の
悲
劇
を
繰
り
返

さ
な
い
た
め
に
も
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
正
し
い
教
育
が
重

要
で
す
。
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
、
明
る
い
笑
顔
で

い
ら
れ
る
よ
う
、
平
和
な
世

界
が
続
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。



【　　】4

■マナーを守ってペットを飼いましょう／飼い主はペットへの愛情と責任を忘れずに　問い合わせ＝安全安心推進課生活環境係（緯443・3706）

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・７
７
０
３
）へ
。

〔
譲
っ
て
く
だ
さ
い
〕

▼
卓
上
ミ
シ
ン
・
ア
イ
ロ
ン　

取

り
に
伺
い
ま
す居

つ
く
し
の
会
・

𠮷
川
・
緯
444
・
７
９
３
６巨

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　

土
曜
日　

午
後
２
時
半　

蕨
駅
東
口
駅
前

ラ
・
セ
ー
ヌ
ビ
ル　

月
４
５
０
０

円居

浦
島
・
緯
224
・
５
９
１
５巨

▼
蕨
サ
リ
ク
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　

月
・
金
曜
日　

午
前
11
時　

富
士

見
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

月
１
５
０
０

円居

熊
田
・
緯
090
・
８
９
０
４
・

６
８
５
２巨

▼
蕨
市
南
剣
道
ク
ラ
ブ　

火
曜
日

＝
午
後
６
時
半　

土
曜
日
＝
午
後

６
時　

南
小
学
校　

月
２
０
０
０

円（
未
就
学
児
は
５
０
０
円
）　

年

長
～
小
学
生居

沼
野
井
・
緯
442
・

１
７
８
７巨

▼
旭
町
・
気
軽
な
英
会
話
ク
ラ
ブ

月
４
回
土
曜
日　

午
前
10
時　

旭

町
公
民
館　

月
３
０
０
０
円　

中

学
生
以
上居

木
村
・
緯
080
・
５
４

５
４
・
１
６
１
２巨

▼
太
極
拳
圓
松
会　

月
曜
日　

午

前
９
時
半　

文
化
ホ
ー
ル
く
る

る　

月
２
０
０
０
円居

石
井
・
緯

080
・
１
３
５
３
・
７
９
３
６巨

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午

前
９
時
半　

南
公
民
館　

無
料

居

井
上
・
緯
442
・
０
２
５
９巨

●
下
蕨
公
民
館

　

沖
縄
戦
写
真
・
絵
画
パ
ネ

ル
展
／
31
日
ま
で　

コ
ン
サ

ー
ト
／
18
日（
土
）　

午
後
１

時
半　

映
画
会
／
20
日（
月
）

午
後
１
時
半　

詳
細
＝
同
館

（
緯
441
・
１
５
６
０
）　

●
福
祉
・
児
童
セ
ン
タ
ー

　

戦
争
を
か
た
る
／
９
日

（
木
）　

午
後
２
時　

語
り
手

＝
服
部
道
子
さ
ん　

小
学
生

以
上　

詳
細
＝
同
セ
ン
タ
ー

（
緯
431
・
７
３
０
０
）

　

広ひ
ろ

島し
ま

市
で
６
日
、
長な

が

崎さ
き

市

で
９
日
に
原
爆
死
没
者
の
追

悼
と
平
和
へ
の
祈
り
を
こ
め

た
式
典
が
開
か
れ
ま
す
。
ま

た
、
15
日
の
終
戦
記
念
日
に

は
、
政
府
主
催
の
全
国
戦
没

者
追
悼
式
が
開
か
れ
ま
す
。

蕨
市
も
平
和
宣
言
都
市
と
し

●
中
央
公
民
館

　

展
示
～
戦
中
・
戦
後
の
代

用
食
～
／
10
日
ま
で　

お
ま

ん
じ
ゅ
う
試
食
会
／
８
日

（
水
）　

午
前
11
時　

詳
細
＝

同
館
（
緯
432
・
２
５
３
０
）

●
東
公
民
館

　

平
和
で
豊
か
な
社
会
を
願

う
蕨
市
民
の
つ
ど
い
／
４
日

（
土
）　

午
前
９
時　

市
民
公

園　

平
和
之
母
子
像
清
掃
活

動
ほ
か　

詳
細
＝
同
館
（
緯

442
・
４
０
５
２
）　

●
西
公
民
館

　

平
和
を
願
っ
て
紙
し
ば
い・

だ
ご
汁
試
食
／
８
日（
水
）　

午
前
10
時　

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ

ガ
サ
キ
原
爆
ポ
ス
タ
ー
展
／

８
日
～
15
日　

詳
細
＝
同
館

（
緯
442
・
４
０
５
４
）

●
北
町
公
民
館

　

平
和
パ
ネ
ル
展
／
19
日
ま

で　

戦
争
体
験
講
演
会
／
10

日（
金
）　

午
後
２
時　

詳
細

＝
同
館
（
緯
432
・
２
２
２
５
）

●
旭
町
公
民
館　

　

平
和
祈
念
事
業
／
10
日

（
金
）　
午
前
10
時　
絵
本
、
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
戦
時
中
の

食
事
体
験　
１
０
０
人　
詳
細

＝
同
館
（
緯
432
・
４
０
５
３
）

平和特集：風化させない戦争の記憶②

て
、
こ
れ
ら
の
式
典
に
合
わ

せ
、
６
日︵
月
︶は
午
前
８
時

15
分
か
ら
、
９
日︵
木
︶は
午

前
11
時
２
分
か
ら
、15
日︵
水
︶

は
正
午
か
ら
敬
虔け

ん

な
黙
祷と

う

が

さ
さ
げ
ら
れ
る
よ
う
、
防
災

行
政
無
線
で
呼
び
か
け
を
行

い
ま
す
。
１
分
間
の
黙
祷
を

さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。
詳
細
＝

庶
務
課
（
緯
433
・
７
７
０
５
）

　
﹁
忘
れ
得
ぬ
あ
の
時
～
戦

中
・
戦
後
の
暮
ら
し
～
﹂／
９

月
30
日
ま
で　

開
館
時
間
＝

午
前
９
時
～
午
後
４
時
半　

休
館
日
＝
月
曜
日
と
９
月
18

日
・
22
日　

戦
中
・
戦
後
に

撮
影
さ
れ
た
写
真
や
当
時
の

生
活
用
具
か
ら
、
人
々
の
暮

ら
し
を
紹
介　

詳
細
＝
同
館

（
緯
432
・
２
４
７
７
）

　ここ４㌻では、公民館や児童館、歴史民俗
資料館などで開かれる平和事業についてご紹
介します。戦争の悲惨さや平和の尊さなどを
風化させないためにも、戦争体験談やコンサ
ート、パネル展などの催しにご参加ください。

ご参加ください
「平和を願う催し」

公
民
館
な
ど
の
催
し

平
和
祈
念
の
黙
祷

歴
史
民
俗
資
料
館

第
₂₃
回
平
和
祈
念
展

公民館の催しで広島や長崎に送る千羽鶴を折る子どもたち

戦時中の体験を子どもたちに語る服部さん

戦中・戦後に撮影された貴重な写真を展示
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■市内で多発する放火にご注意を／各家庭や地域ぐるみで放火を防ぐ環境づくりに取り組みましょう　詳細＝消防本部予防課（緯441・0174）

色鮮やかなあさがお
ほおずき市開催

　

夏
の
風
物
詩
「
第
38
回
あ

さ
が
お
＆
ほ
お
ず
き
市
」
が

７
月
７
日
と
８
日
に
東
口
一

番
街
で
開
催
。
青
や
紫
な
ど

色
鮮
や
か
な
ア
サ
ガ
オ
と
、

ほ
ん
の
り
色
づ
い
た
ホ
オ
ズ

キ
３
５
０
鉢
が
彩
る
会
場
は
、

路
上
ラ
イ
ブ
や
模
擬
店
な
ど

の
ほ
か
、今
年
は
、ポ
ニ
ー
の

乗
馬
体
験
も
あ
り
、
３
万
人

の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

新議長に池上氏を選出
　

７
月
20
日
、
蕨
市
議
会
臨

時
会
は
、
議
長
に
池
上
智
康

氏
、
副
議
長
に
比
企
孝
司
氏

を
選
出
。
池
上
氏
は
平
成
19

年
初
当
選
。
２
期
目
。
新
生

会
。
市
議
会
副
議
長
な
ど
を

歴
任
。
北
町
３
丁
目
在
住
。

56
歳
。
比
企
氏
は
平
成
15
年

初
当
選
。３
期
目
。新
生
会
。

市
議
会
副
議
長
な
ど
を
歴
任
。

塚
越
５
丁
目
在
住
。
60
歳
。

青少年の祭典に4000人
　

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

を
目
的
に
、「
サ
マ
ー
パ
ー
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
青
少
年

ま
つ
り
」が
７
月
22
日
、市
民

会
館
を
主
会
場
に
開
か
れ
ま

し
た
。
息
の
合
っ
た
太
鼓
演

奏
や
合
唱
が
披
露
さ
れ
た
ほ

か
、模
擬
店
な
ど
が
並
び
、訪

れ
た
４
０
０
０
人
は
楽
し
み

な
が
ら
、
地
域
や
青
少
年
ど

う
し
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

美味わらびりんごパイ

こっこぴよ恒例夏祭り

　

７
月
12
日
、
さ
つ
き
保
育

園
の
年
長
組
23
人
が
恒
例
の

ア
ッ
プ
ル
パ
イ
作
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
使
用
し
た
の
は

同
園
で
収
穫
の
日
本
一
早
く

実
が
な
る
わ
ら
び
り
ん
ご
30

個
。み
ん
な
で
協
力
し
て
、甘

酸
っ
ぱ
い
実
を
パ
イ
生
地
で

く
る
み
、オ
ー
ブ
ン
で
10
分
。

さ
く
さ
く
の
パ
イ
に
、
園
児

の
笑
顔
も
ほ
く
ほ
く
で
し
た
。

　

７
月
11
日
、
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
こ
っ
こ
ぴ
よ

で
、「
こ
っ
こ
の
お
ま
つ
り
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
北
町
地

区
の
民
生
・
児
童
委
員
の
協

力
の
下
で
催
さ
れ
た
、
ヨ
ー

ヨ
ー
屋
さ
ん
や
的
当
て
な
ど

で
会
場
は
大
盛
況
。
41
組
の

親
子
は
、
お
祭
り
の
雰
囲
気

を
満
喫
し
な
が
ら
、
地
域
の

触
れ
合
い
を
深
め
ま
し
た
。

▼
Ｋ
ａ　

Ｐ
ｕ
ａ　

Ｈ
ａ
ｕ
（
フ

ラ
ダ
ン
ス
）　

第
１
・
３
火
曜
日　

午
前
10
時
半　

下
蕨
公
民
館　

月

２
０
０
０
円居

佐
久
間
・
緯
090
・

８
３
１
３
・
４
８
９
７巨

▼
わ
ら
び
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ

ブ　

10
月
開
講　

第
１
・
３
水
曜

日　

午
前
10
時　

中
央
東
小
学
校

隣
・
旧
加
藤
文
具
２
階　

月
２
０

０
０
円　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
持
参

居

額
賀
・
緯
432
・
５
２
１
７巨

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団　
土
・
日
曜
日
・
祝
日　
北
小

学
校　
年
中
～
小
学
生　
月
１
５
０

０
～
２
０
０
０
円
（
未
就
学
児
は

年
間
１
０
０
０
円
）　

活
動
時
間

は
学
年
で
異
な
り
ま
す居

小
泉
・

緯
090
・
４
９
４
８
・
５
９
３
６巨

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　

11
日
・

23
日
・
30
日　

午
後
１
時　

文
化

ホ
ー
ル
く
る
る　

４
９
９
円居

犬

塚
・
緯
441
・
７
３
７
３巨

▼
蕨
中
東
カ
ン
フ
ー
ク
ラ
ブ　

25

日　

午
前
10
時　

中
央
東
小
学

校　

５
０
０
円　

５
歳
以
上　

初

心
者
歓
迎居

長
塚
・
緯
090
・
５
７

５
４
・
８
９
２
５巨

▼
日
帰
り
旅
倶
楽
部　

10
月
13
日

＝
徳
川
譜
代
大
名
の
城
下
町
古

河
・
武
家
屋
敷
巡
り　

１
０
０
０

円　

説
明
会
あ
り居

岩
本
・
緯
090
・

３
４
３
１
・
４
２
９
５巨

〔
ご
相
談
く
だ
さ
い
〕

▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

7
日

＝
中
央
公
民
館　

15
日
＝
南
公
民

館　
23
日
＝
旭
町
公
民
館　
午
後
７

時居

岡
田
・
緯
441
・
３
１
７
２巨

この数な～に
15日

　市内で、振り込め詐欺と思われる電
話が相次いでいます。最近は、息子の
実名を名のって体調不良を訴えたり、
警察をかたってキャッシュカードを奪
い取ったりという手口が使われていま
す。なお、このような電話は年金の支
給日である、偶数月の１５日の前後に
多く掛かってきています。もし電話を
受けても慌てずに、お金の振り込みや
引き渡しをする前に、本人に事実を確
認してください。不審だと感じたら、
すぐに家族や警察にご相談を。問い合
わせ＝安全安心推進課（緯433・7755）

　

約
４
０
０
年
前
に
イ
ス
ラ

ム
王
朝
の
栄
華
を
誇
っ
た
イ

ラ
ン
の
古
都
イ
ス
フ
ァ
ハ
ン
。

中
央
２
丁
目
に
お
住
ま
い
の

貿
易
商
・
バ
ズ
ゲ
ン
さ
ん
の

故
郷
で
す
。
平
和
で
豊
か
な

日
本
に
憧
れ
て
21
年
前
に
来

日
。
蕨
へ
は
10
年
前
に
越
し

て
き
ま
し
た
。
地
域
の
お
祭

り
に
参
加
す
る
な
ど
、
今
で

は
す
っ
か
り
ご
近
所
の
顔
な

じ
み
で
す
。
歴
史
や
伝
統
文

化
が
好
き
で
市
内
を
よ
く
散

策
す
る
バ
ズ
ゲ
ン
さ
ん
に
、

蕨
宿
や
宿
場
ま
つ
り
の
こ
と

を
話
す
と
、「
開
設
４
０
０

年
!?
へ
ぇ
、お
も
し
ろ
い
！
」

と
、
故
郷
と
の
奇
遇
に
興
味

津
々
。
蕨
の
ま
ち
を
も
っ
と

知
ろ
う
と
意
欲
的
で
し
た
。

この
まちに

暮らして

潤　娜さん　 イラン
中央２丁目・45歳

アラケリアン　　
　　バズゲンさん

ま
・
ち
・
の
・
話
・
題
　
　

池
いけ

上
がみ

智
とも

康
やす

議長比
ひ

企
き

孝
こう

司
じ

副議長
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共
同
生
活
の
な
か
で
多
く
の
こ
と
を
学
べ
ま
す

■子どもスマイルネットをご利用ください／いじめや体罰・子育てやしつけなどの悩み相談　午前10時半～午後6時　専用電話（緯048・822・7007）

お
母
さ
ん　

今
日
も
一
日
、

お
外
で
遊
ん
で
楽
し
か
っ
た

わ
ね
。
も
う
６
時
半
を
過
ぎ

た
か
ら
帰
り
ま
し
ょ
う
。

ワ
ラ
ビ　

あ
れ
？
お
隣
の
Ａ

子
さ
ん
だ
。
留
守
家
庭
児
童

指
導
室
に
い
る
Ｂ
太
く
ん
の

お
迎
え
で
す
か
？

Ａ
子
さ
ん　

そ
う
な
の
。
仕

事
帰
り
に
寄
る
と
こ
ろ
な
の
。

ワ
ラ
ビ　

僕
も
行
こ
う
か
な
。

指
導
員　

Ａ
子
さ
ん
お
帰
り

な
さ
い
。
お
仕
事
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

Ａ
子
さ
ん　

今
日
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ワ
ラ
ビ　

留
守
家
庭
児
童
指

導
室
っ
て
、
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
が
働
い
て
い
る
場
合
、

日
中
に
子
ど
も
を
預
か
っ
て

く
れ
る
所
だ
よ
ね
。

指
導
員　

そ
う
で
す
よ
。
小

さ
い
の
に
よ
く
知
っ
て
る
わ

ね
。
市
内
９
か
所
の
指
導
室

で
、
小
学
１
年
か
ら
４
年
生

保
育
時
間
延
長
で
子
育
て
支
援
の
充
実
図
る

延
長
に
は
条
件
あ
り　

事
前
に
申
し
込
み
を

ま
で
、
約
３
５
０
人
の
児
童

が
入
室
し
て
い
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

前
に
別
の
指
導
室

を
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
あ
る
ん
だ
。
み
ん
な
自

由
に
遊
ん
だ
り
、
宿
題
を
し

た
り
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い

た
よ
。

お
母
さ
ん　

と
こ
ろ
で
、
指

導
室
が
開
い
て
い
る
の
は
、

以
前
は
６
時
ま
で
で
は
な
か

っ
た
で
す
か
？

指
導
員　

は
い
。
こ
れ
ま
で

は
、
平
日
は
午
後
１
時
か
ら

６
時
、土
曜
日
や
、夏
休
み
な

ど
の
長
期
休
暇
は
午
前
８
時

半
か
ら
午
後
６
時
ま
で
で
し

た
が
、
今
月
か
ら
、
土
曜
日

以
外
は
午
後
７
時
ま
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ａ
子
さ
ん　

以
前
は
、
指
導

室
が
終
わ
っ
て
か
ら
私
が
帰

る
７
時
前
ま
で
、
Ｂ
太
を
一

人
で
待
た
せ
て
い
た
か
ら
、

と
っ
て
も
助
か
っ
て
い
る
の
。

お
母
さ
ん　

７
時
ま
で
の
延

長
保
育
は
、
ど
ん
な
人
が
利

用
で
き
る
ん
で
す
か
？

指
導
員　

仕
事
や
通
勤
な
ど

に
よ
り
、
午
後
６
時
以
降
も

保
育
が
必
要
で
、
７
時
ま
で

に
保
護
者
な
ど
が
お
迎
え
に

来
ら
れ
る
家
庭
の
児
童
で
す
。

親と子の
ニュースの
小窓

市内９つの
留守家庭児童指導室で
７時までの延長保育開始 延

長
保
育
利
用
時
の
帰
宅
は
保
護
者
と
い
っ
し
ょ
に

　共働きなどにより、日中に保護者
が不在の児童に、遊びや生活の場を
提供する留守家庭児童指導室。保護
者がより働きやすい環境を整備する
ため、８月からは全室で、午後７時ま
での延長保育を開始しました。今月
は、その概要についてご紹介します。

お
母
さ
ん　

こ
の
時
間
だ
と
、

帰
り
道
は
暗
く
て
危
な
い
で

す
か
ら
ね
。

指
導
員　

そ
う
で
す
ね
。
な

お
、
利
用
に
当
た
っ
て
は
、

事
前
に
承
諾
が
必
要
で
す
。

突
発
的
な
理
由
に
よ
る
利
用

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

お
母
さ
ん　

こ
れ
か
ら
で
も

申
し
込
め
る
ん
で
す
か
？

指
導
員　

は
い
。
審
査
に
時

間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
希
望
す
る
場
合
は
お
早

め
に
児
童
福
祉
課
（
緯
433
・

７
７
５
８
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
母
さ
ん　

利
用
料
金
は
い

く
ら
で
す
か
？

指
導
員　

延
長
保
育
は
無
料

な
ん
で
す
よ
。

ワ
ラ
ビ　

そ
れ
は
助
か
る
ね
。

お
母
さ
ん　

ほ
ん
と
う
に
そ

う
ね
。
子
育
て
と
仕
事
を
両

立
さ
せ
た
い
保
護
者
に
は
、

ぜ
ひ
利
用
し
て
ほ
し
い
わ
ね
。
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来
らい

翔
と

ちゃん
（５歳４か月）

来
くる

桃
み

ちゃん
（７か月）

松
まつ

田
だ

　賢
けん

二
じ

さん　
繭
まゆ

子
こ

さんの
長男・長女　 　

　　南町２丁目

駿
しゅん

ちゃん
（２歳）

舩
ふな

水
みず

　正
まさ

人
と

さん　
真
ま

弓
ゆみ

さんの
長男　　　　

　　中央３丁目

■高齢者の虐待に気づいたら／虐待に関する情報や相談は介護保険室（緯433・7756）または地域包括支援センター（緯434・6721）までご連絡を

　
「
体
を
動
か
す
の
が
大
好

き
な
駿
は
、
か
け
っ
こ
を
し

た
り
、
夫
の
背
中
か
ら
勢
い

よ
く
ジ
ャ
ン
プ
を
し
て
遊
ん

だ
り
と
、
元
気
い
っ
ぱ
い
で

す
。
そ
ん
な
駿
が
生
ま
れ
て

か
ら
、
毎
日
欠
か
さ
ず
に
つ

け
て
い
る
日
記
。
駿
が
寝
つ

い
た
後
に
、
一
日
の
様
子
を

振
り
返
る
の
が
私
の
日
課
で

す
。
書
き
終
え
て
、
そ
っ
と

寝
顔
を
見
つ
め
て
い
る
と
、

と
て
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
日
記
を
見
返
す
度

に
、
一
つ
ず
つ
で
き
る
こ
と

が
増
え
て
い
く
駿
の
姿
に
成

長
を
実
感
し
て
い
る
ん
で
す

よ
」と
、母
親
の
真
弓
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－484－

蕨市アウトメディア宣言

　

７
月
14
日
と
15
日
に
行
わ
れ
た
「
西

小
学
校
３
年
生
一
泊
キ
ャ
ン
プ
」
は
、

今
年
で
30
年
を
迎
え
る
地
域
の
伝
統
行

事
で
す
。
参
加
し
た
児
童
62
人
は
、
カ

レ
ー
作
り
に
挑
戦
し
た
り
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
囲
ん
で
ダ
ン
ス
を
踊
っ

た
り
と
、
夏
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま

し
た
。
夜
は
キ
ャ
ン
プ
の
だ
い
ご
味
で

も
あ
る
野
外
で
の
一
泊
。
宿
泊
場
所
と

な
っ
た
松
原
会
館
の
中
庭
は
、
班
ご
と

に
協
力
し
て
立
て
た
テ
ン
ト
が
ず
ら
り

と
並
び
ま
し
た
。「
外
で
寝
る
の
は
初

め
て
」と
、興
奮
す
る
子
ど
も
た
ち
。
虫

の
音
に
耳
を
澄
ま
し
な
が
ら
、
夜
空
の

下
、ど
ん
な
夢
を
見
た
の
で
し
ょ
う
か
。

子どもクラブみんなで過ごす夏の一夜

西公民館

かるた
　アンチエイジング

　

習
慣
的
に
体
を
動
か
す
こ

と
は
、
生
活
習
慣
病
や
慢
性

疾
患
の
リ
ス
ク
を
減
少
さ
せ

る
な
ど
、
加
齢
に
い
い
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
分
か
っ
て

運
動
強
度

い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
の
有
酸
素
運
動
は
、
心
肺

機
能
に
適
切
な
負
荷
を
か
け

な
が
ら
実
践
す
る
の
が
効
果

的
で
す
。
こ
の
運
動
の
強
さ

を「
運
動
強
度
」と
い
い
ま
す
。

心
拍
数
で
90
～
１
２
０
回
／

分
、
少
し
汗
ば
む
程
度
の
強

さ
で
す
。１
日
30
分
、10
分
ず

つ
３
回
に
分
け
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
今
ま
で
運
動
習
慣

の
な
い
か
た
は
週
２
回
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
た
だ

し
、
持
病
で
運
動
制
限
の
あ

る
か
た
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

　

９
月
17
日
の
敬
老
の
日
か

ら
、
75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の

「
ぷ
ら
っ
と
わ
ら
び
」
無
料

化
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

ぷ
ら
っ
と
わ
ら
び
は
、
３
台

３
ル
ー
ト
で
市
内
の
公
共
施

設
な
ど
を
循
環
し
て
お
り
、

年
間
約
16
万
５
０
０
０
人
も

の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
高
齢
化
社
会
を
迎

え
る
な
か
で
、
高
齢
者
の
皆

さ
ん
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
気

軽
に
外
出
し
、
公
民
館
を
は

じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
や
地
域
活
動
に
参
加
し
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
、
健
康

的
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

２
期
目
の
新
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

で
、
75
歳
以
上
の
無
料
化
を

お
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
月
下
旬
に
は
、
公
民
館

に
お
い
て
無
料
パ
ス
の
交
付

を
始
め
ま
す
。
ぜ
ひ
、
大
い

に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
健
康

で
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
蕨
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

75歳以上の
ぷらっとわらび無料化へ

52

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
今月は２日、９月は６日です。
時間は午後１時～５時を予定
しています。
　ご希望のかたは秘書広報課

（緯433・7701）へ

DEう

蕨
市
立
病
院

柴し
ば

田た 

優ゆ
う

子こ 

医
師

柴
田
医
師
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
外
来
は
金
曜
日
午
後
。
詳
細

は
市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

市民の皆さんの身近な足　ぷらっとわらび
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戦
相
手
の
股
を
一
気
に

跳
ね
上
げ
、
豪
快
に
畳

に
投
げ
つ
け
る
内
股
。
こ
の
技
を

武
器
に
、
第
９
回
全
国
小
学
生
学

年
別
柔
道
大
会
の
50
㌔
超
級
に
出

場
す
る
、
金
野
晃
大
さ
ん
（
塚
越

６
丁
目
・
12
歳
）
は
、
塚
越
小
学

校
に
通
う
６
年
生
で
す
。

　

金
野
さ
ん
の
父
・
潤じ

ゅ
ん

さ
ん
は
柔

道
で
全
日
本
を
制
し
た
実
力
の
持

ち
主
で
、
現
在
は
大
学
で
後
進
の

指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
偉
大
な
柔
道
家
の
背
中
を
見
て

育
っ
た
金
野
さ
ん
が
同
じ
道
を
進

む
の
は
、
自
然
の
流
れ
で
し
た
。

　

４
歳
で
柔
道
を
始
め
、
川
口
市

内
の
道
場
に
入
門
。週
３
日
、一
日

３
時
間
の
稽け

い

古
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。稽
古
が
な
い
日
に
も
、体
力

作
り
や
電
柱
に
チ
ュ
ー
ブ
を
く
く

●広報蕨　№733　●発行 ／ 蕨市役所　〒335－8501　埼玉県蕨市中央５－14－15　☎048（432）3200　　●編集 ／ 秘書広報課広報広聴係

広
報
蕨　

七
三
三
号　

平
成
二
十
四
年
八
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
全国小学生学年別柔道大会 ２大会連続出場　

金
こん

野
の

 晃
こう

大
だい

 さん

対

　

毎
年
８
月
24
日
、
三
学
院
参
道
は

お
お
ぜ
い
の
参
拝
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

す
。
地
蔵
尊
縁
日
で
す
。

　

三
学
院
地
蔵
堂
に
あ
る
高
さ
約
2.4

㍍
、市
内
最
大
の
お
地
蔵
様
は
、子こ

そ

育だ
て

地じ

蔵ぞ
う

と
呼
ば
れ
、火ひ

伏ぶ
せ（

火
災
防
止
）・

開
運
・
子
育
て
の
霊
仏
と
し
て
、多
く

の
人
の
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ

の
お
地
蔵
様
、元げ

ん

禄ろ
く

７
年（
１
６
９
４
）

の
造
立
当
時
は
、
中
山
道
に
面
し
た

同
院
の
参
道
入
口
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
逸
話
が
蕨
宿
に
あ
り
ま
す
。

　
「
中
山
道
を
挟
ん
で
帯
の
よ
う
に
家

並
み
が
軒
を
連
ね
て
い
た
蕨
宿
は
、

火
元
が
僅
か
で
も
、
風
に
よ
っ
て
大

火
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
住
民
は

火
事
を
た
い
へ
ん
恐
れ
て
い
ま
し
た
。

　

北
風
が
激
し
い
あ
る
日
、
桶
屋
に

大
柄
の
お
坊
さ
ん
が
来
て
、
あ
り
っ

た
け
の
手
桶
を
地
蔵
尊
ま
で
届
け
る

よ
う
に
言
い
ま
し
た
。
店
主
が
そ
こ

へ
出
か
け
る
と
、
既
に
他
の
桶
屋
も

集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。す
る
と
突
然
、

『
火
事
だ
！
』
と
叫
ぶ
声
。
そ
こ
へ

さ
っ
き
の
お
坊
さ
ん
が
来
て
『
こ
の

手
桶
で
水
を
掛
け
な
さ
い
』
と
大
声

で
指
示
し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
火
事

は
大
火
に
な
ら
ず
に
済
み
ま
し
た
が
、

お
坊
さ
ん
の
姿
が
見
え
ま
せ
ん
。
か

わ
り
に
、お
地
蔵
様
が
全
身
、水
に
ぬ

れ
、灰
で
汚
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。店

主
た
ち
は
、『
あ
の
お
坊
さ
ん
は
お
地

蔵
様
の
化
身
だ
っ
た
の
か
』
と
、
そ

の
お
慈
悲
に
深
く
感
動
し
ま
し
た
。

以
来
、
お
地
蔵
様
の
前
は
、
信
仰
す

る
人
で
絶
え
な
か
っ
た
そ
う
で
す
」。

Ｎｏ４

その視線の先は世界の頂点

り
つ
け
て
の
打
ち
込
み
な
ど
、
柔

道
中
心
の
毎
日
で
す
。
友
達
と
遊

び
た
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、そ
の
度
に「
柔
道
が
好
き
だ
か

ら
」と
い
う
思
い
で
、乗
り
越
え
て

き
ま
し
た
。得
意
技
の
内
股
も
、父

と
同
様
に
尊
敬
す
る
、
シ
ド
ニ
ー

五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
、
井い

の

上う
え

康こ
う

生せ
い

さ
ん
の
映
像
を
参
考
に
練
習
を
重

ね
て
、自
分
の
も
の
に
し
ま
し
た
。

　

ひ
た
む
き
な
努
力
の
結
果
、
４

年
生
か
ら
県
大
会
を
連
覇
。
昨
年

は
、
５
・
６
年
生
の
部
の
み
が
開

催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
も
出
場
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
度
重
な
る
け

が
に
よ
る
練
習
不
足
が
響
き
、
三

回
戦
敗
退
―
。
不
完
全
燃
焼
に
終

わ
っ
た
悔
し
さ
が
心
に
火
を
つ
け

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
練
習
に
加

え
、
週
１
回
の
都
内
の
名
門
道
場

へ
の
出
稽
古
な
ど
で
、
実
力
に
磨

き
を
か
け
た
金
野
さ
ん
。
今
年
の

県
大
会
で
は
、
相
手
に
１
ポ
イ
ン

ト
も
奪
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
４
試

合
の
う
ち
、
決
勝
を
含
む
３
試
合

で
一
本
勝
ち
を
収
め
、
圧
巻
の
強

さ
で
３
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

将
来
の
目
標
を
、「
井
上
さ
ん
の

よ
う
に
世
界
一
に
な
り
た
い
」と
、

力
強
く
語
る
金
野
さ
ん
。
飛
躍
へ

の
第
一
歩
と
な
る
全
国
大
会
は
今

月
26
日
、
鹿
児
島
県
で
開
か
れ
ま

す
。
そ
の
大
舞
台
で
も
、
切
れ
味

鋭
い
内
股
で
一
本
勝
ち
を
重
ね
る

雄
姿
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

中仙道蕨宿

400周年
三学院の子育地蔵

得意の内股に磨きをかける金野さん

ひと輝

いて
ます

子
育
地
蔵
（
蕨
市
指
定
文
化
財
）


